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概 要  

全国106の小城下町起源の都市を取り上げ，現在の都市構造と江戸期の城下町の関係を都市内の地区別機  

能に着目して確かめると，対象都市は5つの型に分類される。それらのうち旧構造残存型と新旧構造競合型  

においては，旧城下内での新しい地区形成による城下町構造の修正はまだ十分でなく，前稿（横尾，2009）  

でみられた主要都市における同心円的地域構造は成長していない。また旧構造後退型と旧構造消滅型におい  

ては，城下町構造は新しい地区形成による修正を受けないまま順次解体に向う。  

Ⅰ．序  

日本の都市の地域構造を江戸時代の城下町と関連づけて理解することは，これまでの筆者の主要課題で  

あった（横尾，1971，1987，1993，2002，2009）。今回は事例を江戸期の小城下町に限ってこの問題を取り上  

げる。対象とするのは，原則として城下在住領主の所領石高が最大時3万石以上のうち，前回扱った主要な  

もの，すなわち1953年までに市制を施行したものを除く106の町である。それらの85％はかつて領主石高10  

万石未満で，そのうち約半数は5万石にも達しない。また，陣屋町や本港有力家臣の居館を核とする町，そ  

して廃城後も城下町の構造が大きく変わらずに存続した町も対象とする。前者には花巻，白石，角館そして  

宿毛，また後者には近江八幡，旧伏見，大宇陀，三次そして土佐中村がある。これらの町ではかつて陣屋，  

居館そして奉行所などが町全体の形成核であった。したがって，それらは都市構造上，城と同じ意味を持っ  

ており，以下では便宜上，城と区別しない。対象都市の現在の人口は近年の行政合併による影響を避けるた  

め，1998年において行政上単独で市町をなしているものに限ってみると，85％が5万人未満である。5万人  

を越えるのは14市にすぎない。   

なお本論で用いる都市名は行政合併による名称変更の混乱を避けるため，1950年の市町名によった。ただ  

し，この時までに近隣都市に編入されたものは，旧名を用いた。岐阜市に編入された旧加納のようにである。  

また，同じ名の都市の場合は旧国名あるいは郡名を付して区別した。   
















